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湯沢市立図書館だより 

2024 

08 

YUZAWA CITY LIBRARY 

INFORMATION 

No.5 

湯沢図書館 

雄勝図書館 

稲川カルチャーセンター 

皆瀬生涯学習センター 

〒012-0842 湯沢市字内舘町 27 

電話   0183-73-3040 

開館時間 月～金／9:30～18:30  

     土・日／9:00～17:00  

休館日  図書整理日（毎月初めの平日） 

     第３日曜日 

     祝日・年末年始・特別図書整理期間 

〒019-0204 湯沢市横堀字白銀町 49-1 雄勝文化会館 4F 

電話   0183-52-5387 

開館時間 9:30～17:30 

休館日  月曜日・祝日・年末年始・特別図書整理期間 

〒012-0105 湯沢市川連町字大関下 6 

電話   0183-78-5557 

開館時間 月～金／10:00～19:00 

     土・日・祝／9:00～19:00 

休館日  年末年始・特別図書整理期間 

〒012-0183 湯沢市皆瀬字沢梨台 66-1 

電話   0183-46-2033 

開館時間 月・水・金／8:30～21:30 

     火・木・土・日・祝／8:30～17:00 

休館日  年末年始・特別図書整理期間 

 

図書館の資料は「みんなのもの」です 

汚れ・破れ・水濡れに注意 返却期限を守りましょう 

TRY READING THIS BOOK 

今月のおすすめ 

図書館だより 新着図書案内 

INFORMATION 

湯沢図書館では、9月9日～18日に蔵書点検を行い
ます。蔵書点検では、所蔵しているすべての資料
(なんと13万冊以上！)の所在等を確認します。膨大
な蔵書と利用者さんとをスムーズにおつなぎす
るために大切な作業です。※この期間は休館となりま

す。ご不便をおかけしますがご理解のほどお願いいたします。 

日本海の浜辺を散歩していて、ふと足元
を見れば、ハングルやロシア語、中国語が
プリントされた瓶が……。思わず拾い上
げれば、「♪名も知～ら～ぬぅ～ 遠きぃ
～島ぁ～より～♪」と、心は異国へ！ 

ビーチコーミングとは、「浜辺を歩いて打
ち上げられた漂着物を集めたり、観察し
たりする」こと。 

プラスティックの海洋ゴミは深刻な問題
になっていますが、様々な漂着物を楽し
みながら、異国の人達の暮らしに思いを
はせることで、問題と向き合う“きっか
け”になればと思います。 

ビーチコーミング小事典 
拾って楽しむ海の漂着物 

林 重雄∥著 

文一総合出版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの新着図書 NEW BOOKS 

湯沢図書館 雄勝図書館 稲川カルチャーセンター 

私たちにもっとも身近な自然である『里山』
に生息する動植物100種を、まったく堅苦し
くなく、まるでエッセイのように紹介した一
冊。よく目にするお馴染みのいきものも多数
紹介されていますが、なかには目からウロコ
の発見も！ 

著者は「読み終えた後に、人間といきものの
かかわりについて、読む前と違ったことを考
えるようになってもらいたい」と言っていま
す。まずは、この本を片手に「里山」の自然
を感じてみませんか？豊かな自然が身近に
ある幸せに感謝しつつ――。 

そうだったのか！ 

里山のいきもの百物語 

大島 健夫 著 

メイツユニバーサルコンテンツ 

読書は鼻歌くらいでちょうどいい 

 

大島 梢絵 著 

辰巳出版 

耳が聞こえなくたって 
聴力０の世界で見つけた私らしい生き方 

牧野 友香子 著 

KADOKAWA 

生まれつき耳が聞こえない著者。手話はでき
ないので、相手の口の動きを読み取って理解
する『

．
読唇
．．

』
．
と、自分自身の発音で言葉を話

す『発話
．．

』で
．．

会話をします。
．．．．．．．

 

幼馴染と一緒に学校に通いたかったため中
学校までは地元の学校へ通い、高校は超進学
校、大学は難関大、仕事は大企業に一般採用
枠で就職。その後、難病の子の育児や起業、
家族でアメリカ移住など、“規格外”の挑戦
を続ける明るい性格の著者。苦労もあるけど
「耳が聞こえたらよかった」と思ったことは
一度もないという、前向きなマインドが魅力
的な一冊です。 

夫婦でカレー店を営む著者は、「読書は苦手」
と思って人生の大半を生きてきました。それ
が今では、年間約150冊を読むほど本好き
に。この本は、そんな著者の読書スタイルを

まとめた一冊。 

最後まで読めなくても、せっかく買った本が
“積読本”になっても OK！「読んでみようか
な」の気持ちが大事で、鼻歌を歌っちゃうく
らいラフに楽しむことが、本との距離を縮め
るポイントのようです。本は、どんな気持ち
のときでもそばにいてくれる友達のような
ものなのかもしれませんね。 


